ことぶきで暮らす人々あれこれ　⑱
むらた
　神さま･･･

　坪井さんとのお付き合いは、お付き合いといえるものかどうか？　年数は長いのだが、僕は、坪井さんの歳も生まれた所も知らない。坪井さんの事はほとんど知らないのだから。

　坪井さんは、忘れた頃にふらっと現れる。相談室にはほとんど入ってこなかった。当センターの外門の付近か、街の通りすがりで声をかけてくる。そんなときはいつも仕事から帰った様子の作業着姿で、顔は陽に焼け、丸い顔、丸い目、丸い鼻、厚い口唇…、目が澄んでいるのが印象に残る。労働のなごりか顔はなぜかいつも汚れている。会うときは、夏でも冬でいつもそんな感じだ。少しお酒が入っていてしきりに話しかけてくる。ぼそぼそと東北地方の訛りだろうか、強い訛りと少し吃音があって言葉が聞き取りにくい。仕事の話なのか、生活の話なのか…。僕は懸命に察しようと努めるがほとんど聞き分けられない。

　話しかけてくる顔は、今にも泣き出しそうな表情で、心なしか目じりに涙がたまっているように見える。言葉が聞き分けられないことがもどかしい。なんとなく察して相づちや聞き返しや推測で話すが、会話は続かず途切れてしまう。結局、僕はうんうんと何もわからないのにわかっているような振りをしているだけになってしまう。そのうちになんとなく、じゃあということで別れることになる。いつもこうなってしまう。別れた後とても気にかかる。坪井さんは、何を言いたかったのだろうか･･･。

　坪井さんは、働く時は「現金」（一日働いてその日の日当を受け取る仕事のことを寿の労働者はこう表現する）でなく飯場に入るようだ。飯場とは、土木業者が工事現場の近くにプレハブを建て、仕事の契約期間中（10日間あるいは1ヶ月、長い時は3ヶ月にもなる）労働者をそこに寝泊りさせる宿舎のことである。三度の食事が提供され、煙草や酒などの嗜好品、軍手や地下足袋、歯ブラシ、手ぬぐいなど日用品が備えてある。いわば食と住と職が同時にある。契約終了後、賃金から食事代とその他購入物品を清算する仕組みである。坪井さんは、寿で、より有利な日雇仕事を日々見つける情報収集力や人脈、社交性や度胸はほとんどなく、土方（※）としての腕前もあるようには見えない。その点、飯場はプライバシーもなく生活の場と言えるような場ではないが、何とか食、住は確保していける所ではある。坪井さんは、飯場でしっかりと生活しているのだろうか？　また、労働契約期間が過ぎても居続けさせられ働かされ、あげくは追廻し（会社側は契約が満了しても、賃金支払を先延ばしし、次から次と仕事を言いつけるなどして本人が怖がったり嫌になって賃金を受け取らず飯場を出ていくように仕向けることをいう。気に入らない現場から逃げることをトンコという。）などされて、結局賃金を貰えないなどの目にあってるのではないか、体よく誤魔化されて雀の涙ほどの賃金精算で追い払われているんじゃないか･･･。坪井さんは我慢し黙々とすごしているのではないかなどと想像してしまう。飯場で働いても賃金を支払ってもらえないトラブルは結構あるのだが、坪井さんからそのような相談を受けたことは一度もない。もしあったとしても、僕は聞き分けられなかったのではないかと思う。

坪井さんにとっても飯場は酷な場だとは思うが、生活の最後のよりどころとして、仕事の場というより生きていく場という意味合いもあったのではないだろうか。坪井さんが、日雇という厳しくしかも熟練が必要な世界でこれまで生きてこれたのは飯場という仕組みがあったからだと僕には思えてならない。

　昭和30年代、高度経済成長政策の下、農村で暮らす次男･三男の多くが都会に出ていかなくては生きていけなかった時代の宿命を負わされたように、坪井さんも生きるために故郷を出るしかなかったのではないだろうか。流れるしか生きていけなかったのではなかろうか。

坪井さんの様子を見るかぎり都会での生活や人間関係に馴染むことはなかったのではないかと思う。坪井さんの故郷の風土は、坪井さんのあの一見おどおどした一途な様子を生んだそのものではないかと想像する。故郷に行ったら多くの坪井さんに会えるだろうか。

僕は坪井さんを「神さま」のようと思っている。何故そう思うのか自分でもよくわからないのだが。そんな思いが勝手に僕にとりついたようなのだ。坪井さんは、争わない。主張もしない。何もかも自分のせいだ、生きててごめんなさい･･･、といっているような様子でいつも引き下がってしまう。時折見せる泣き笑いのような寂しい表情からなのだろうか。

時々、坪井さんの風貌を思い出す。ここ３年間ほど、坪井さんには会えていない。

神さまは、今頃、何処でなにをしているのだろうか･･･。

（※）土方（土工）　土木建築の現場で働く単純肉体労働者を指す呼称。土木作業員とも

呼ばれる。ほとんどは日雇だが、下請けや孫請けなど小さな会社に一日単位や一ヶ月以内

の期間を定めて雇用される。現場の最先端で働くので労災事故があった時は真っ先に犠牲

になることが多い。

土方は、現場では力仕事や雑役をこなすが、それだけにいろいろな仕事の進め方（段取り）や技術を知らないと現場に対応できない。土方とは、その漢字を分解すると十一の方法のことで、物知り、熟練を指す。土方とは熟練でないと現場ではやっていけないのである。余談だが、土方が手ぬぐいを額に巻いた格好を良く見ると思うが、目にしみないように汗止め、汚れを洗い流し拭く、ケガのときの包帯代わり、そして、もし現場の事故で死んだ時には、顔にかけて欲しいという願いが込められている。

　次回は、真面目な人は、意地悪！？

